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新
年
度
に
入
り
新
し
い
執
行
体
制
の
中
、
令

和
３
年
４
月
臨
時
会
、
５
月
臨
時
会
、
そ
し

て
６
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
知
事

選
挙
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
の
中
で
、
２
年
間

の
総
務
企
画
地
域
振
興
委
員
会
委
員
長
と
し

て
の
役
割
を
全
う
し
ま
し
た
。
任
期
後
半
の

２
年
間
は
、
２
度
目
の
文
教
常
任
委
員
会
に

所
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
教
育
改
革
推
進
方

策
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
の
改
善
・

充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

喫
緊
の
課
題
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え

て
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
取
り
戻

す
こ
と
が
県
民
の
皆
さ
ん
の
願
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
図

り
、
病
床
の
さ
ら
な
る
確
保
を
進
め
、
医
療
提

供
体
制
を
強
化
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
円
滑

に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
打
撃
を
受
け
た
地

域
経
済
の
立
て
直
し
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
平
成
２
９
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

で
被
災
し
た
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
の
復
興

に
向
け
、
今
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た
復
興
計

画
具
現
化
の
動
き
が
非
常
に
重
要
と
な
って
き

ま
す
。
田
川
地
域
の
魅
力
を
内
外
に
発
信

し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
先
進
的
地
域
振

興
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
、
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
、
ご
厚
情
を

賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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 服部県知事就任直後に、原口正弘川崎町長、副町長、教育長の三役が福岡県知事を表敬訪問されました。知事と町長の共通

点は、行政職員からの生え抜きであり、行政を熟知しているところです。川崎町が抱える諸課題や町の魅力など幅広く意見交

換されました。また、別日程で川崎町議会の櫻井英夫議長をはじめ各常任委員長の町議会議員の皆さんも訪問され、大変有意

義な表敬訪問となりました。 

 このように県と市町村のトップや職員同士が日頃からコミュニケーションを円滑にし、より密接に連携することによって、

チームとしての力を発揮し、課題の解決に向けて取り組まなければならないと考えます。  

 特に、喫緊の課題である「新型コロナウイルス感染症対策」については、県民の皆様への緊急メッセージを発信するなど、

市町村長の皆様と力を合わせて取り組む必要があると思います。 

 県と市町村が抱える様々な行政課題に対して、ともに同じ方向を向いて考え、率直な意見交換をして、互いの信頼関係を深

めていくことが大切であり、そのような考えのもとで、知事におかれましては、市町村長の皆様との人間関係づくりに努めて

頂きたいと思います。 

福岡県知事へ表敬訪問～川崎町 



 ６
月
定
例
県
議
会 

緑
友
会
代
表
質
問 

 

一
．
文
化
芸
術
関
係
者
の
現
状
に
対
す
る
認
識
と
具

体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て 

《
緑
友
会
質
問
》 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
伝
統
芸
能
や
、
文
化
・
芸 

術
分
野
の
影
響
と
支
援
策
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま 

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ 

て
、
文
化
・
芸
術
の
分
野
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て 

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
経
営
危
機
に
つ
な
が
る
恐 

れ
が
あ
り
、
さ
ら
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
発
表
す
る
場 

も
失
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
文
化
の
多
様
性
が
失
わ 

れ
、
若
い
才
能
が
育
た
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と 

危
惧
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
将
来 

の
文
化
の
衰
退
に
つ
な
が
る
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

施
設
の
運
営
は
言
う
に
及
ば
ず
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

へ
の
金
銭
的
支
援
は
必
要
か
つ
切
実
な
問
題
で
す
。 

感
染
拡
大
防
止
が
最
優
先
で
す
が
、
「
感
染
は
収 

ま
っ
た
も
の
の
、
文
化
・
芸
術
は
衰
退
し
た
」
と
い 

う
こ
と
は
、
な
ん
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま 

せ
ん
。 

 

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
我
が
会
派
の
神
崎
議
員
の 

地
元
添
田
町
で
は
、
地
元
の
演
奏
者
の
皆
さ
ん
と
一 

緒
に
音
楽
の
力
で
添
田
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
第 

１
回
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
音
楽
祭
を
本
年
８
月
２
２
日
に 

開
催
す
る
そ
う
で
す
。 

 

１
９
８
８
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
オ
ー
ク
ホ
ー 

ル
」
は
、
ピ
ア
ノ
の
名
器
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
」
が 

２
台
あ
り
、
西
日
本
屈
指
の
音
響
施
設
を
誇
る
音
楽 

ホ
ー
ル
で
す
。
こ
の
開
催
情
報
を
聞
い
た
プ
ロ
の
演 

奏
家
が
神
崎
県
議
に
相
談
し
添
田
町
を
訪
れ
ま
し 

た
。
ま
た
、
ウ
イ
ー
ン
か
ら
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
会
議
す 

る
な
ど
地
方
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
い
と
申
し
入
れ 

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

文
化
や
芸
術
は
人
の
世
を
の
ど
か
に
し
、
人
の
心 

を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
辛
く
苦
し
い
、 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
だ
か
ら
こ
そ
文
化
・
芸
術
に
触
れ
あ 

う
機
会
の
確
保
は

と
て
も
大
切
な
こ

と

だ

と

考

え

ま 

す
。
そ
こ
で
伺
い

ま

す
。
文

化
・
芸

術
活
動
の
継
続
に 

向
け
、
関
係
者
の

現
状
に
対
す
る
認

識

と

具

体

的

な 
支
援
策
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 

《
服
部
知
事
》 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、 

多
く
の
公
演
が
中
止
ま
た
は
延
期
、
収
容
人
数
の
制 

限
を
設
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
全
国
を
対
象
と
し 

た
民
間
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か 

け
て
、
音
楽
、
演
劇
な
ど
の
公
演
に
係
る
入
場
料
の 

 

総
額
は
７
割
以
上
が
失
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い 

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
入
場
料
収
入
を
中
心
に 

事
業
を
維
持
し
て
き
た
多
く
の
文
化
芸
術
関
係
者
の 

経
営
環
境
は
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い 

る
。 

 

県
で
は
、
国
の
「
月
次
支
援
金
」
と
相
ま
っ
て
、 

事
業
者
を
県
独
自
に
幅
広
く
支
援
す
る
た
め
に
創
設 

し
た
「
福
岡
県
中
小
企
業
者
等
月
次
支
援
金
」
に
よ 

り
、
文
化
芸
術
活
動
を
行
う
個
人
事
業
者
やN

P
O

法 

人
等
に
対
し
て
、
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ 

で
あ
る
。 

 

ま
た
、
文
化
芸
術
関
係
者
も
利
用
可
能
な
保
証
料 

ゼ
ロ
の
「
緊
急
経
済
対
策
資
金
」
に
よ
り
、
資
金
繰 

り
を
支
援
し
て
い
る
。 

 

国
に
お
い
て
は
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置 

が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
文
化
芸
術
関
係
の
事
業
者
に 

お
い
て
も
そ
の
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、 

第
３
次
補
正
予
算
で
は
、
動
画
に
よ
る
公
演
の
収 

録
・
配
信
、
感
染
症
防
止
に
対
応
し
た
公
演
や
展
覧 

会
の
実
施
な
ど
文
化
芸
術
活
動
の
継
続
に
必
要
な
経 

費
に
対
す
る
助
成
制
度
が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ 

る
。 

 

今
後
も
、
文
化
芸
術
関
係
者
に
対
し
、
各
種
支
援 

制
度
を
分
か
り
易
く
周
知
し
、
そ
れ
ら
を
有
効
活
用 

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
活
動
の
継
続
が
図
ら
れ
る 

よ
う
努
め
て
い
く
。 

 2021年（令和3年）6月議会定例会は、6月4日から6月22日 

までの19日間の会期で開催されました。 

 開会日に上程された議案は、開会日に「令和３年度補正予算議案

2件」、福岡県税条例の一部を改正する条例、福岡県婦人保護施設

の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例などの条

例議案10件、契約議案13件、その他の議案5件合計30議案が上程さ

れ更にコロナ対策関連の追加予算議案が６月15日に1件、最終日に

は更1件（右記載）が提案されました。 

 開会日には、緊急を要する新型コロナウイルス感染症対策の補正

予算議案1件の審査を行い議決されたのち、日程に従い、代表質問

一般質問、常任委員会を経て、定例会最終日の6月22日に採決が行

われ、いずれの議案も可決されました。 

 緑友会福岡県議団として、選挙後初めて定例会を迎える服部知事

の政治姿勢、新型コロナウイルス感染症対策、教育問題など喫緊の

行政課題について、服部知事並びに先の4月臨時会で新たに選任さ

れた吉田教育長、警察本部長に対し質問を行いました。 

 

その主なものは下記の通りです。 

・ワクチン広域接種センターを設置 12億6千万円余 

・高齢者ワクチン接種を促進 24億4221万円余 

・高齢者施設等職員へのPCR強化 5億7240万円余 

・県飲食店等感染防止対策承認制度創設 21億8389万余 

・福岡県感染拡大防止協力金 580億6329万円余 

・失業等により収入が減少した世帯を支援 107億6319万円余 

・飲食店等に家賃支援金を給付 20億891円余 

・福岡県中小企業者等月次支援金を給付 6億9507円余 

・県産の酒づくり支援 1億3319円余 

・福岡の避密の旅県民向け観光キャンペーン 52億8096万円 

 議案は30件、その内訳は予算議案2件、条例議案10件、工事請負

契約議案13件、財産取得議案3件、人事案件2件です。 
  

６月定例会概要 
 また、最終日に「令和3年度第3次6月補正予算」が提案され可決

しました。県によるワクチン優先接種の対象を拡大するとともに、

まん延防止等重点 措置への移行に伴い必要となる経費です。 

 

○生活衛生関連業に従事する方へのワクチン優先接種を実施 （12

億9,170万9千円） 

県⺠の衛生水準の維持を図るため、日常生活に密接に関係し不特定

多数の県⺠と接触する機会が多い、 

生活 衛生関連業に従事する方を対象とした優先接種を実施 

[対象者] 理容・美容、旅館・ホテル、飲食店などの生活衛生関連

業に従事する方(県内全域) 

[設置か所]県内8か所程度 

[設置時期]7月下旬から約3か月(予定) 

[接種規模]約12万人分 

○ 「福岡県感染拡大防止協力金」 （427億1,979万1千円） 

○ 「福岡県中小企業者等月次支援金」（4億6,163万4千円） 



田川郡内の主要事業当初予算です。 令和3年度主要事業当初予算（田川郡） 



令和3年度主要事業当初予算（田川郡） 



令和3年度主要事業当初予算（田川郡） 



令和3年度主要事業当初予算（田川郡） 



 4月臨時会、5月臨時会、そして6月定例会と補正予算など緊急事

態宣言下・まん延防止等重点措置の予断を許さない中、県議会は緊

張感とスピード感を持って審議にあたっています。会派も政策審議

会や議員総会、意見交換を行ないながら、国への意見書や条例検

討、議会運営等々、重要政策・重点政策に全員で取組んでいます。 

会 派 活 動 （ 緑 友 会 福 岡 県 議 団 ～ 幹 事 長 ） 
 6月3日、在福岡タイ王国総領事館総領事のアッタカーン・ウォンチャナ

マース総領事が離任される事になり県議会を表敬されました。在ギリシャの

全権大使として赴任されるそうです。福岡県の初代総領事としてご尽力さ

れ、大変親密に交流をさせてきて、３年間の在任中、コロナの感染拡大やタ

イ航空の破綻などご苦労もあったと思います。初代総領事としての御功績に

感謝しますと共に、益々のご活躍を祈念致します。 

議連活動（福岡県タイ友好議員連盟～副会長） 

 7月13日、県文教常任委員会が午前中にあり、午後からは(今期)初めての

管内視察でした。 

視察先は①県立特別支援学校「北九州高等学園」と②県立中間高等学校。 

 

①福岡県立特別支援学校「北九州高等学園」 

 軽・中度の知的障がいを有する生徒を対象とした特別支援学校で、平成5

年4月に開設。生徒数は151名で、職業専門・作業学習・生活学習の3つの

コース別教育により個々に応じた教育を実践し、寄宿舎が設置されていま

す。田川市郡からは15名の生徒が学んでいます。 

②福岡県立中間高等学校 

 昭和58年4月開設、生徒数は3学年15学級で合計591名。「新たな学びプロ

ジェクト研究実践校」に指定され、ICTを活用した授業改善を実践していま

す。SDGsの取り組みとして、ゴミ消滅活動や企業やNPOと連携した古紙回収

を行っています。校長の月森真一郎校長先生は、県立田川高等学校時代の同

級生です。 

 

常 任 委 員 会 活 動 （ 文 教 委 員 会 ） 

 7月14日県果樹振興議連の管内視察で①筑後市のブドウ生産ほ場と②久留

米市にある福岡県農林業総合試験場資源活用研究センターを視察しました。 

①農産物直売所「よらん野」に隣接するブドウ生産ほ場 

ブドウの生産状況について 

②平成26年、農業総合試験場、森林林業技術センター、病害虫防除所が合

併。農林業総合試験場となり、資源活用センターを久留米市山本町に設置し

ています。 

議 連 活 動 （ 福 岡 県 果 樹 振 興 議 員 連 盟 ） 



■令和３年５月 

5月7日  議員総会・政策審議会 

5月10日  飯塚農林事務所令和3年度事業計画 

5月11日  新型コロナウイルス対策調査活動 

5月12日  教育行政に関する調査活動 

5月13日  福岡県国際交流センター理事会 

5月14日  代表者会議・議員総会・政策審議会 

5月17日  芸術文化振興に関する調査活動 

5月17日  介護福祉に関する調査活動 

5月18日   教育問題に関する調査活動 

5月19日  医療・福祉・介護に関する調査活動 

5月20日  田川県土整備事務所令和3年度事業計画 

5月21日  ５月臨時県議会 

5月24日  九州の自立を考える会～日田彦山線復 

     旧問題対策協議会 

5月25日  県土整備に関する調査活動 

5月26日  警察問題に関する調査活動 

5月27日  新型コロナウイルス対策調査活動   

5月28日  代表者会議・議員総会・政策審議会 

5月31日  赤村長・村議会議員候補予定者激励 

■令和３年６月 

6月3日  在福岡タイ王国総領事議会表敬訪問 

6月4日～22日 ６月定例県議会 

6月7日  地域振興調査活動（添田町長） 

6月10日11日 代表質問 

6月10日  オイスカ国際活動促進福岡県議会議員 

     連盟総会 

6月11日  福岡県果樹振興議員連盟総会 

6月14日～16日 一般質問 

6月14日  福岡県タイ友好議員連盟役員会 

6月14日  福岡県文化議員連盟役員会 

6月14日  福岡県産炭地域活性化対策議連総会 

6月14日  過疎地域活性化対策福岡県議会議員連 

     盟総会 

6月15日  福岡県森林・林業・林産業活性化議員 

     連盟役員会 

6月17日18日 常任委員会 

6月19日20日 地域振興調査活動 

6月20日  赤村長・村議会議員予定候補者激励 

6月21日  田川県土整備事務所 

6月22日  赤村長・村議会議員選挙告示日 

6月22日  福岡県日米友好議連、日韓友好議連、 

     日中友好議連、ベトナム友好議連、 

     タイ友好議連、台湾友好議連、国際交 

     流推進議連、防衛議連、スポーツ議連 

     文化議連、観光議連総会 

6月23日  添田町役場他地域振興調査活動 

6月24日  上田川ライオンズクラブ 

6月27日  赤村長・村議会議員選挙投開票日 

6月28日  地域振興に関する調査活動 

6月29日  県土整備に関する調査活動 

6月30日  地域振興に関する意見交換（添田町） 

令和３年７月 

7月1日  政策審議会 

7月7日  田川県土整備事務所要望打ち合わせ 

7月13日  文教常任委員会管内視察 

7月14日  福岡県果樹振興議連管内視察 

7月15日  IY-GROBALﾐｰﾃｨﾝｸﾞ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝ（添田町） 

7月19日  県土整備事務所、添田町役場ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

7月20日21日 緑友会管内視察（添田町） 

7月26日  県土整備に関する調査活動 

7月27日  福岡県総合計画審議会 

7月30日  国際化・多文化共生社会特別委員会 

https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi http://www.kouzakisatoshi.com/ 

 日田彦山線沿線地域の復興に向け策定された振興計画を具体化する際のヒントとなる

先進的なアイデアや取り組みを学ぶ目的で開催されました。勉強会は、福岡県・東峰

村・添田町の関係者の他、県議会からは「九州の自立を考える会」のプロジェクトチー

ムメンバーに加えて、Ｒ九州と九州観光推進機構もオブザーバーとして参加しました。 

 この中で、(株)スノーピーク白馬の河合秀明取締役から「グランピングを活用した地

域活性化・地域振興について」、またＬＬＣ ＩＹ ＧＬＯＢＡＬのマット・テイラー

プロデューサー兼ディレクターから「海外映画等のロケ誘致と地域振興について」を

テーマにした講演があり、大変活発な質疑応答・意見交換が行われました。 

 ＩＹ ＧＬＯＢＡＬ社は、昨年添田町にアメリカ・ハリウッドから会社を移し、代表

の吉松育美さんは、ミス・インターナショナル2012年グランプリです。 

 ＩＹ ＧＬＯＢＡＬの吉松育美代表とマット・タイラーさん、そして寺西明男町長を

交えて長い時間意見交換をしました。地元に住んでいて気づかなかった添田町の歴史・

自然・文化や伝統、英彦山・岩石山の風景の素晴らしさ、人情の豊かな風土など語って

頂き、地域活性化の起爆剤になってくれるのではないかと感じています。 

 本当にありがたく、このご縁を大事にし、これまで培ったきた人脈・経験、情熱を今

一度奮い立たせねばと強く思っているところです。その後、話し合いを詰めていきなが

ら、地域の魅力を発信し、観光振興・地域振興に取り組んで参ります。 

 

日 田 彦 山 線 沿 線 の 地 域 振 興 に 係 る 勉 強 会 

緑 友 会 福 岡 県 議 団 管 内 視 察 （ 添 田 町 を 世 界 へ ）  

 

令和3年7月20日、21日の日程で、日田彦山線沿線地域の振興を図るため、緑友会福岡県団が添田町を視察しました。 

 

①添田町にある「ピザ カフェ＆デリ：ヒシミツ」 

 創業140年の歴史ある醤油蔵「ヒシミツ醤油 中村典

夫商店」が、２０１７年にイタリア料理店へと生まれ

変わりました。元醤油蔵を改築した店内は、天井が高

く、広々と落ち着いた空間です。地元添田町産のお野

菜やこんにゃく、味噌などを使った前菜は、どれも美

味。前菜からすでに満足感があり、続くパスタとピザ

への期待値が一気に高まってきます。2年前に委員長

を務めていた総務企画地域振興委員会でも視察に来ま

したが、緑友会県議団一同、添田町にこんなにお洒落

なお店があるのか、イメージが一変したと驚いていま

した。 

        

②添田町の歴史的風致を活かした街づくり 

 小倉から英彦山への日田道には、国指定重要文化財「中島家」をはじめ、町指定重要文化財

「中村家」や法光寺など今なお残る歴史的建造物が数多く存在しています。平成２６年６月２３

日、町の文化財や伝統芸能を保存、継承するために策定した「添田町歴史的風致維持向上計画」

が国から認定を受けました。福岡県では大宰府市に次いで２番目となりました。この認定をう

け、歴史的風致を後世に継承し、魅力ある「まちづくり」に添田町では取り組んでいます。 

  

 

 

③ＩＹ Ｇｌｏｂａｌ社 

 昨年6月にアメリカ・ハリウッド

から移住・移転してきたいＩＹ 

Ｇｌｏｂａｌ社を訪問。２０１２

年の「ミス・インターナショナル

世界大会」で日本人初のグランプ

リに輝いた女優の吉松育美さんと

映画監督、ディレクター・プロ

デューサーのマットタイラーさん

が、活動拠点を米ハリウッドから

九州・添田町へ移し、制作会社を

立ち上げ、九州の魅力を伝えたい

とロケ誘致を目指しています。ま

たミスアカデミックを立ち上げ、既に添田町の施設（そえだＪＯＹ）を活用し、添田町もプロジェクトチームを発足させています。様々

なイベント事業等の構想の聞きながら、緑友会も力強く後押しするために意見交換をしてきました。 

 

④この他にも、県有財産、町有財産の有効活用とＪＲ日田彦山線復旧問題進捗状況を確認するため、そえだＪＯＹ、福岡県立英彦山青年

の家、ＪＲ彦山駅舎解体工事現場を視察してきました。 

福岡県議会での主な所属 

緑友会福岡県議団 幹事長                  

県文教常任委員会 委員                

県国際化・多文化共生社会調査特別委員会 委員 

福岡県総合計画審議会 委員                    

福岡県地域交通体系整備促進協議会 委員                                 

福岡県タイ友好議員連盟 副会長                                

福岡県森林・林業・林産業活性化促進議連 副会長            

福岡県日韓友好議員連盟 

福岡県日米友好議員連盟  

福岡県日中友好議員連盟 

福岡県国際交流推進議員連盟 

福岡県ベトナム友好議員連盟 

福岡県台湾友好議員連盟 

福岡県防衛議員連盟                 

福岡県果樹振興議員連盟 

過疎地域活性化対策福岡県議員連盟               

産炭地域活性化対策福岡県議員連盟 

オイスカ国際活動促進福岡県議会議員連盟 

福岡県観光産業振興議員連盟             

福岡県文化議員連盟                  

福岡県スポーツ議員連盟                       

九州・沖縄未来創造会議 

九州の自立を考える会 

日本会議福岡支部 幹事                       

田川直方バイパス延伸推進期成会 顧問             

田川広域観光協会 理事                       

下関北九州道路整備促進福岡県議会議連        

ＪＲ日田彦山線復旧ＰＴ協議会 委員 

略歴 

昭和５３年 添田町立添田中学校卒業 

昭和５６年 福岡県立田川高等学校卒業卒業      

昭和６０年 日本大学商学部会計学科卒業           

昭和６０年 麻生セメント株式会社入社              

平成 ２年 株式会社麻生情報システム転籍（分社化）    

平成１２年 株式会社麻生情報システム 取締役        

平成１３年 株式会社麻生情報システム 代表取締役     

平成２３年 福岡県議選（田川郡区） 初当選          

平成２７年 福岡県議選（田川郡区） ２期目当選     

平成３１年 福岡県議選（田川郡区） ３期目当選 


